
 

 

 

 

 

 

 

◆いよいよ入学試験本番です◆          

校長 北島 啓行 

 県内の私立高等学校の入学試験が１月１７日（水）より始まり、いよいよ入学試験本番

を迎えました。ここ数年の動きとして、多くの私立高等学校の入学願書出願がＷＥＢにな

り、合格発表がインターネットによって行われるようになりました。かつて、合格発表と

いえば、会場に赴き、ドキドキしながら発表時間まで待ち、掲示された発表を見て一喜一

憂する場面が見られましたが、最近はこうした光景が見られなくなりました。 

（公立高等学校は掲示発表とＷＥＢ発表の両方があります。） 

 この後、私立前期入学試験に続き、下旬に私立後期入学試験・都内私立高校入学試験、

２月２０日（火）、２１日（水）の公立高等学校入学者選抜と続きます。３年生をお持ちの

保護者の皆様におかれましては、受験（受検）を控え、入試準備やお子さんの体調管理な

ど、気苦労も多いかと思います。恐らく、多くの生徒が初めての進路選択ということで、

焦り、不安、緊張感をもっています。その中で、何より一番大切なのは、家族の温かい励

ましの言葉です。どうぞ、よろしくお願いします。 

生徒の頑張りと今春、希望に満ちた卒業を迎えることができるよう、期待します。 

 

 前号でご紹介できなかった、３年生の「新年を迎えて」の言葉をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市立誉田中学校 学校だより 

誉 田 の か ぜ 
学校だよりは HPにも掲載してあります 

第２１号 

令和６年 1月 19日発行 

千葉市立誉田中学校 

℡291-0012 

 私立高校の受験が始まり、公立高校学力検査まで１か月となりました。ぜひ、こ

の残された時間を計画的に使っていきたいものです。どれだけ勉強に没頭できた

か。それが大事だと思います。 

 そこで私は、次のような抱負をもちました。それは、「原動力」を大切にするこ

とです。勉強、スポーツ共に、一時の楽しさ、面倒くささから、なかなか身が入ら

ないこともあります。そんな時、一番のモチベーションにつながること、それは原

点回帰だと私は思います。「あの高校で、こんなことをしたい。」「あの人のように

なりたい。」その初心が原動力です。苦しい時、やる気の出ないときは、自分の心

に火をつけて、進路・卒業を迎えていこうと思っています。 

 また、３学年の卒業までの抱負を考えました。３学年の現状を踏まえて、「自

立」がふさわしいと思います。なぜなら学年全体に共通して先生に頼ってしまう場

面が多く見られて、本来やるべきことができていないからです。また、この課題

は、一部の人の限られた力で解決するのは難しいはずです。依存から自立へ。独立

から支え合いへ。３学年の生徒一人一人が自立して、クラス・学年を卒業までによ

りよく、素晴らしいものに作り上げていきましょう。 

３学年代表 



◆ジュニア認知症サポーター養成講座◆          

 先月、１年生を対象に、「ジュニア認知症サポーター講座」を実

施しました。約 90 分の講座で、緑区高齢障害支援課の専門の研

修を受講した「キャラバン・メイト」の方々が講師を務めました。

認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、認知症の人

や家族を温かく見守り、支援する応援者です。何か特別なことを

するのではなく、できる範囲で手助けを行う活動で、本校では毎

年、１学年を対象に実施しています。 

 本校は、祖父母と同居している生徒も多く、比較的にお年寄りと接する機会が多くある環境にあ

ります。当日は、クイズや脳トレ体操などを行い、大いに盛り上がりました。右手・左手・口・足

を使ってのじゃんけん・・・同時に複数の作業を行い、難度が上がると四苦八苦している姿が見ら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校でこの講座を行って、先日、ある地区の文化祭＆敬老会で“１８歳と８１歳”という大喜利

が開かれた話を知人から聞きました。１８歳の高校生が人生の大先輩に語りかけた言葉です。 

 

 ※ 恋で胸を詰まらせるのが１８歳、餅で喉を詰まらせるのが８１歳 

 ※ ドキドキが止まらないのが１８歳、動機が止まらないのが８１歳 

 ※ 偏差値が気になるのが１８歳、血圧・血糖値が気になるのが８１歳 

 ※ 恋に溺れるのが１８歳、お風呂で溺れるのが８１歳 

 ※ まだ何も知らないのが１８歳、もう何も覚えていないのが８１歳 

 ※ 道路を暴走するのが１８歳、道路を逆走するのが８１歳 

 ※ 言い訳するのが１８歳、行ったことが記憶にないのが８１歳 

 ※ 心がもろいのが１８歳、骨がもろいのが８１歳 

 ※ 自分探しをしているのが１８歳、皆が自分を探しているのが８１歳 

 

 

 

 学校・家庭間連絡システム、「すぐーる」についてのお願いです。欠席・遅刻・早退について送信

する際は、朝８：１０までにお願いします。８：１０以降、職員は学級指導等が始まっているため、

「すぐーる」を確認することができません。連絡の行き違い防止の点からも、ご協力をお願いしま

す。 

＜生徒の感想＞ 

・祖母が認知症のため、今日説明された場面に似たようなころが何度かありました。今回の

講座を、地域の中で生かせるような中学生になりたいと思います。 

・認知症になると、すぐに忘れてしまうと思ったけれど、心には感情が残ることがわかりま

した。家族の大変さもわかったので、積極的に協力をして、認知症の人もつらくならないよ

うな世界にしていきたいです。 

・認知症のことは知っていたけれど、接し方によって良くも悪くもなることを始めて知るこ

とができました。 

お願い 


